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会議名   平成 26 年度第 11 回小金井市学童保育所運営協議会 

 事務局 

(担当課) 

児童青少年課 

開催日時 平成 27 年１月 28 日（水） 19 時 00 分～20 時 55 分 

開催場所  801 会議室 

出 

席 

者 

委員 高橋委員長、岡本副委員長、石山委員、祝委員、小澤委員、塚田委員、矢野委

員、川村委員、中山委員、小澤委員、仙澤委員、鈴木委員 

事務局 越学童保育係長 

会議次第 １ 開会 

２ 議題 

(1) 学童保育の保育内容について 

(2) その他 

３ 閉会 

配布資料 

 

１ 次第 

２ 学童保育業務の新たな運営の実施について 

３ 小金井市立学童保育所運営業務委託事業者選考第二次審査結果 

  １ 議事録の確認 

（市）現在校正中。 

 

２ 入所の申請受付について 

（市）来年度の入所申請を１月 16 日から 25 日に受け付けた。申請数につ

いては集計中である。 

 

３ 事業者の決定について、保護者会（顔合わせ）について 

（市）事業者選考を経て契約を済ませた。前回学保連から、委託対象の学

童保育所の保護者に委託先決定を知らせることとしていたが、９つ全ての

学童保育所の保護者に対し「学童保育業務の新たな運営の実施について」を

配布、新１年生の保護者に対しては市役所の申請受付会場で周知した。市

報２月１日号にも同じ内容を掲載、ホームページも掲載している。審査結

果についてはホームページで掲載している。現在、委託予定の４つの学童

保育所では、事業者の職員が引き継ぎを行っている。過去の協議会におい

て、引継期間中に父母会代表者との懇談の場が必要であると要望があり、

３学期の保護者会の時に行うよう準備を進めている。 

（学）懇談の場とは、どのような想定か。 

（市）７時から８時 30 分までの保護者会は全体で、施設長予定者を自己紹

介。８時 30 分から９時までは、父母会役員と施設長予定者と現在の指導員

で懇談を行う。父母会から確認したいことがあれば、その場で行うことが



可能である。各父母会に連絡をするので、父母会が必要ない、と判断した

場合は無理に行わなくてもよい。各学童職員と父母会会長とで連絡調整し

てほしい。 

 

４ 子ども・子育て会議に関して 

（市）平成２７年度からの新制度に向けて、小金井市でも総合的な計画を

計画中であるが、新たな計画の素案「のびゆくこどもプラン小金井（案）」

について、２月２日から３月２日までパブリックコメントを募集する。 

 

５ ドッジボール大会に関して 

（市）２月２１日に開催する。荒天時には速やかに対応できるよう、事前

に決定事項を連絡するようになっている。体育館でのマナーや駐輪場など、

指導員の指示に従って協力していただきたい。 

 

６ 特別支援学級のバスの送迎について 

（学）特別支援学級から離れた学童への移動でバスを利用しているのは、

現状で４年生のみである。新年度は２、３、４年生の利用者がいなくなる

が、新１年生でバスを利用する利用者がいるかどうか把握しているか。 

（市）現状で３年生の利用者もおり、新年度の利用申請も出ている。新１

年生については、そもそも就学相談中で学級が決まっていない段階である。 

 

７ 特別支援学校の移転に伴う対応について 

（学）特別支援学校の建て替えに伴い、市内の現在地から国分寺市の仮設

庁舎に移転すると聞いた。都のバスで送迎することになるが、停留所がど

こに設けられるかによって、学童保育所で迎える体制を検討しなければな

らない。 

（市）学校との話の中では、市営競技場の近くに停留所を設けると伺って

いるので、距離的に近いことから、たけとんぼ学童の指導員が迎えること

は可能である。市としては、バスのルートが決定してから、保護者と話を

し希望があれば対応する考えである。 

 

８ プロポーザル型選考における新規事業の提案について 

（学）業務委託事業者選考の結果が報告されたが、新しいサービスの提案

があったのか。 

（市）書類や質疑応答は非公開である。新しいサービスについては、全て

の事業者が公開プレゼンの中で提案している。具体的な提案については、

前回協議したとおりで、すぐに実施するということにはならない。利用者

の意向等聞いた上で判断する。 



（市）保育の中での許容範囲な提案は、直営所に計画書を出すことにして

いる。それが直営所だけで判断できないことであれば、協議会等に相談す

る。いずれにせよ、事業者が独自に判断して実施することにはならない。 

 

９ 利用者増加に対する対応について 

（学）ほんちょう学童など、定員いっぱいになりつつあり、育成室の手狭

やロッカーの不足など将来的にどう対応するか。 

（市）定員を超えて入所した場合でもロッカー等の対応はしており、現状

でロッカーが不足するとは聞いていない。ほんちょう学童の施設について

建て替えの計画はない。当分の間、現在の学年で全入の方向だが、６年生

までの受け入れとも関係するが、入所希望者が増えれば、弾力的運用か、

他の施設か、入所要件を見直し入所を制限せざるをえないか、現時点では、

決定していない。 

 

10 非常勤嘱託職員および臨時職員の雇用について 

（学）プレゼンを傍聴したところ、委託事業者には、現在の非常勤嘱託職

員や臨時職員を採用する意向がある。父母としても、それを望む声がある。

市として何か対応できないものか。 

（市）１月２７日に非常勤嘱託職員と臨時職員に対し、事業者の募集説明

会を実施した。過去の協議会等でも、移行にあたり経験のある方が残った

ほうがよいという意見もいただいていた。決定した３事業者に対し、その

ような人材を雇用する考えがある事を確認した上で実施した。具体的な応

募状況や採用に関しては、個人と事業者とのことであり各々で実施しても

らう。 

（学）採用したかどうかの結果は分かるか。 

（市）４月になれば分かるが、事前の報告は求めていない。 

 

11 今後の協議会について 

（学）新年度の協議会委員選出のスケジュールを教えてほしい。 

（市）３月の協議会で新委員が決まっていればよい。 

 

 

 

12 次回日程 

２月１８日（水）８０２会議室 

 


